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『
藩
士
名
寄
』
に
見
る
尾
張
藩
御
役
者
の
代
々
二
）

－
金
春
八
左
衛
門
家
・
林
家
（
金
春
喜
左
衛
門
家
）
の
役
者
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

飯
　
塚
　
恵
理
人

は
じ
め
に

　
尾
張
藩
は
初
代
義
直
以
来
「
御
役
者
」
と
し
て
能
役
者
を
抱
え
、
そ
れ
は
明
治

維
新
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
御
役
者
の
代
々
の
事
績
に
関
し
て
は
『
名

古
屋
市
史
　
風
俗
編
』
（
以
下
『
市
史
（
風
）
』
と
略
称
。
）
『
名
古
屋
市
史
　
人
物

編
第
二
（
以
下
『
市
史
（
人
）
』
と
略
称
。
）
に
詳
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
名

古
屋
市
史
』
は
両
方
と
も
に
何
代
目
が
何
年
か
ら
何
年
ま
で
勤
め
て
次
の
代
に
変

わ
っ
た
か
と
い
う
記
述
が
中
心
で
、
各
人
の
改
名
・
昇
給
・
昇
格
や
そ
の
年
次
に

関
す
る
記
述
は
必
ず
し
も
完
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
御
役
者
は
尾
張
藩
の
「
藩
士
」
と
し
て
処
遇
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
『
藩
士
名
寄
』
に
履
歴
が
記
載
さ
れ
た
。
現
在
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る

『
藩
士
名
寄
』
と
し
て
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
も
の
と
徳
川
林
政
史
研
究

所
所
蔵
の
も
の
の
二
種
類
か
お
る
。
い
ず
れ
も
明
治
二
こ
二
年
あ
た
り
の
記
事
ま

で
載
る
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
『
藩
士
名
寄
』
は
藩
の
公
式
な
記
録
と
し
て
残
さ
れ

て
き
た
も
の
の
ほ
ぼ
正
確
な
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
藩
士
名
寄
』

と
同
じ
体
裁
で
役
者
の
履
歴
を
記
す
も
の
に
、
藤
田
六
郎
兵
衛
氏
所
蔵
『
安
政
五

年
戊
午
改
分
限
帳
』
か
お
る
。
こ
れ
は
藤
田
重
政
が
当
時
の
御
役
者
の
履
歴
を
ま

と
め
た
控
え
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
『
藩
士
名
寄
』
と
の
両
方
に
載
る
役
者

の
記
述
を
見
る
と
、
安
政
五
年
ま
で
に
つ
い
て
は
全
く
同
文
と
み
な
し
て
良
い
も

の
で
あ
る
。
藤
田
重
政
が
も
と
と
し
た
、
現
存
の
『
藩
士
名
寄
』
の
も
と
と
な
る

も
の
は
藩
の
記
録
と
し
て
存
在
し
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
金
春
八
左
衛
門
家
以
外
の
尾
張
藩
の
御
役
者
は
林
家
（
三
代
目
か
ら
は
金
春
姓

を
名
乗
っ
た
）
を
含
め
、
ほ
と
ん
ど
「
切
米
」
「
切
符
銀
」
を
給
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
こ
の
金
春
八
左
衛
門
家
は
「
知
行
代
」
か
「
合
力
米
」
を
給
わ
っ

て
い
る
。
「
切
米
」
は
『
日
本
史
用
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
蔵
米
と
も
呼
ば
れ

「
江
戸
時
代
、
年
貢
米
を
収
納
し
た
幕
府
・
諸
藩
の
米
蔵
か
ら
家
臣
に
支
給
さ
れ

る
俸
禄
米
。
こ
れ
を
支
給
さ
れ
る
旗
本
・
御
家
人
・
大
名
の
家
臣
を
蔵
米
取
と
よ

ん
だ
。
」
と
あ
り
、
正
式
な
藩
士
に
出
す
俸
禄
形
態
と
考
え
て
良
い
。
そ
れ
に
対

し
て
「
合
力
」
は
同
書
に
「
金
品
を
与
え
た
す
け
る
こ
と
。
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
扶
持
以
外
に
半
銭
を
給
す
る
こ
と
。
」
と
あ
り
、
正
式
な
藩
士
に
出
す
俸
禄

形
態
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
八
左
衛
門
家
が
幕
府
か
ら
扶
持
を
受
け
て
い
た

こ
と
は
慶
応
二
年
の
「
幕
府
能
役
者
分
限
調
」
に
「
地
方
百
五
十
石
　
御
扶
持
方

十
二
人
　
本
国
大
和
　
生
国
武
蔵
　
金
春
八
左
衛
門
　
拝
領
屋
敷
浅
草
新
旅
寵
町
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
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『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々(一)

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
ま
た
尾
張
藩
の
扶
持
を
受
け
て
い
る
が
、
藩
の

「
譜
代
席
」
の
名
簿
に
載
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
他
の
役
者
と
は
扱
い
が
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。

　
金
春
八
左
衛
門
家
こ
吾
左
衛
門
家
の
系
図
は
『
金
春
古
傅
書
集
成
』
（
表
章
・

伊
藤
正
義
校
注
昭
和
四
四
年
五
月
発
行
　
わ
ん
や
書
店
　
八
左
衛
門
家
こ
ハ
ー
六
－

六
一
七
頁
　
喜
左
衛
門
家
二
八
二
三
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
主
に

蓬
左
文
庫
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
の
記
述
に
よ
り
、
そ
れ
に
載
ら
な
い
役
者
（
八
左

衛
門
家
九
代
・
十
代
）
に
つ
い
て
は
林
政
史
研
究
所
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
を
参
照

し
て
、
尾
張
藩
御
役
者
に
お
け
る
金
春
八
左
衛
門
家
・
林
家
の
位
置
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
こ
れ
ら
二
種
の
『
藩
士
名
寄
』
を
引
用
す
る
際
、
年
号
の
部
分
に
は

（
　
）
内
に
西
暦
を
記
し
た
。
な
お
、
代
々
の
名
前
は
、
八
左
衛
門
家
の
初
代
か

ら
八
代
は
同
家
の
『
由
緒
書
』
に
、
九
代
・
十
代
は
林
政
史
研
究
所
所
蔵
『
藩
士

名
寄
』
に
、
林
家
に
つ
い
て
は
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
に
載
る
も
の
を
使

用
し
た
。

　
　
　
　
二
　
金
春
八
左
衛
門
家
の
代
々

　
　
　
　
　
初
代
　
八
左
衛
門
（
安
喜
）

　
初
代
の
八
左
衛
門
に
つ
い
て
、
『
市
史
（
風
）
』
は

　
　
金
春
八
郎
　
禅
曲
　
の
子
八
左
衛
門
　
浄
元
は
、
も
と
藤
堂
高
虎
に
仕
へ
し

　
　
が
、
後
義
直
の
所
望
に
よ
り
、
合
力
米
二
百
石
　
の
ち
五
百
石
と
な
る
　
給

　
　
せ
ら
れ
、
尾
州
家
に
出
勤
す

と
記
す
。
『
由
緒
書
』
は
、
「
藤
堂
和
泉
守
殿
二
客
分
二
而
被
差
置
候
所
、
御
家
江

御
推
挙
被
中
上
、
万
事
成
瀬
隼
人
正
殿
御
取
扱
を
以
、
御
大
夫
二
被
召
出
、
御
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊇
）

行
代
引
起
米
五
百
石
被
下
置
候
。
」
と
、
や
は
り
藤
堂
家
客
分
か
ら
の
転
仕
で

「
知
行
代
」
を
給
付
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
『
由
緒
書
』
に
は
、
「
右
八
左
衛
門
儀
、

御
家
御
大
夫
役
之
最
初
二
而
御
座
候
。
源
敬
公
様
江
御
謡
奉
中
上
候
。
」
と
八
左

衛
門
が
尾
張
藩
の
大
夫
の
最
初
で
あ
り
、
敬
公
（
初
代
藩
主
義
直
）
に
謡
を
奉
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
瑞
龍
院
様
（
二
代
藩
主
光
友
）
江
御
稽
古

専
ラ
奉
中
上
、
道
成
寺
迄
も
被
為
遊
、
」
と
、
安
喜
が
光
友
に
能
を
教
え
、
光
友

が
「
道
成
寺
」
ま
で
も
舞
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
初
代
八
左
衛
門
が
二
代
藩

主
光
友
に
能
の
指
導
を
行
っ
た
こ
と
は
、
八
左
衛
門
家
が
幕
府
に
仕
え
る
役
者
で

あ
り
な
が
ら
尾
張
藩
か
ら
代
々
合
力
米
を
受
け
、
他
の
尾
張
藩
御
役
者
に
勝
る
待

遇
を
受
け
た
一
つ
の
根
拠
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
後
、
初
代
八
左
衛
門
は
、
幕
府
の
役
者
と
し
て
出
勤
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

尾
張
藩
は
そ
の
後
も
「
合
力
米
」
を
給
付
し
て
い
る
。
幕
府
に
所
属
す
る
役
者
に

尾
張
藩
が
「
合
力
米
」
を
支
払
い
扶
助
す
る
形
態
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
由

緒
書
』
に
は
「
唯
今
迄
被
下
候
知
行
代
之
五
百
石
、
已
後
為
御
合
力
永
く
八
左
衛

門
家
限
り
被
下
置
候
旨
被
仰
渡
、
其
節
右
公
儀
を
も
奉
相
勤
候
。
右
分
知
仕
候
年

月
碇
与
相
知
レ
不
中
候
得
共
、
元
和
六
七
年
之
間
二
可
有
御
座
与
奉
存
候
。
」
と

あ
り
、
八
左
衛
門
家
の
伝
え
と
し
て
は
元
和
六
・
七
年
頃
に
幕
府
役
者
と
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
公
儀
役
者
と
な
っ
た
後
も
尾
張
藩
の
用
事
も
同

様
に
勤
め
た
。
『
由
緒
書
』
に
は
「
御
役
者
一
派
二
加
様
之
類
例
一
切
無
御
座
候
。
」

と
あ
る
。
八
左
衛
門
家
は
幕
府
に
所
属
し
な
が
ら
尾
張
藩
の
扶
助
も
受
け
て
尾
張

藩
の
仕
事
も
勤
め
、
実
質
上
は
幕
府
と
尾
張
藩
へ
の
二
重
勤
仕
、
す
な
わ
ち
口
一

重
主
従
制
」
を
と
る
特
別
な
家
柄
と
な
る
。
八
左
衛
門
家
は
尾
張
藩
の
扶
持
を
受

け
る
役
者
の
内
で
特
別
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
知
行
五
百
石
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
八
左
衛
門

-129-



　
　
一
　
元
和
三
（
一
六
一
七
）
巳
年
只
今
迄
、
藤
堂
大
学
頭
殿
相
勤
罷
在
候
處
、

　
　
　
源
敬
様
江
御
囃
被
遊
、
知
行
代
五
百
石
被
下
置
相
勤
罷
在
、
其
後
、
家
本

　
　
　
金
春
八
郎
看
坊
相
務
候
節
、
御
家
を
離
、
公
義
御
用
相
勤
候
。
右
五
百
石

　
　
　
は
御
合
カ
ユ
被
下
置

　
　
一
　
万
治
元
（
一
六
五
八
）
戌
年
、
病
死

と
あ
る
。
『
市
史
（
風
）
』
の
記
事
に
は
年
号
が
書
か
れ
な
い
が
、
こ
の
『
藩
士
名

寄
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
初
代
八
左
衛
門
が
藤
堂
家
よ
り
尾
張
藩
に
正
式
に
抱
え

ら
れ
た
の
が
元
和
三
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
金
春
八
郎
が
「
看
坊
」

を
勤
め
た
と
き
、
八
左
衛
門
は
「
御
家
を
離
公
義
御
用
」
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ

た
と
い
う
事
情
が
判
明
す
る
。

　
　
　
　
二
代
　
八
左
衛
門
（
照
喜
）

　
二
代
目
八
左
衛
門
は
、
『
市
史
（
風
）
』
に
は
、

　
　
其
子
八
左
衛
門
　
浄
徹
、
実
は
林
長
兵
衛
の
子
　
二
世
を
継
ぐ
、
尾
州
よ
り
五

　
　
百
石
を
給
は
る
、
貞
享
二
年
卒
す
、

と
記
さ
れ
る
。
『
由
緒
書
』
に
よ
れ
ば
二
代
目
照
喜
は
安
喜
の
甥
で
あ
っ
た
。
『
藩

士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
元
伜

　
　
　
　
　
　
知
行
代
五
百
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
八
左
衛
門

　
　
　
一
　
慶
安
四
（
一
六
五
乙
卯
年
　
御
目
見

　
　
　
一
　
万
治
元
（
二
八
五
八
）
戌
年
、
亡
父
八
左
衛
門
江
被
下
候
通
、
知
行
代

　
　
　
五
百
石
被
下
置

　
　
　
一
　
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
丑
十
一
月
、
病
気
二
付
罷
登
、
道
中
江
尻
二
而
、

　
　
　
閏
廿
二
日
頃
病
死

と
載
る
。
二
代
目
は
、
『
藩
士
名
寄
』
に
養
子
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
『
藩
士
名
寄
』

に
よ
れ
ば
、
「
江
尻
」
で
客
死
し
た
と
伝
え
る
。

　
　
　
　
三
代
　
八
左
衛
門
（
安
成
）

三
代
目
八
左
衛
門
は
『
市
史
（
風
）
』
に
は
、

　
　
二
男
八
郎
右
衛
門
　
浄
三
　
三
代
目
を
継
ぎ
、
尾
州
よ
り
三
百
石
を
給
廿
ら

　
　
る
、
元
禄
十
年
卒
す
、

と
あ
る
。
初
代
・
二
代
と
続
い
た
知
行
代
五
百
石
が
三
百
石
に
削
ら
れ
て
い
る
。

『
由
緒
書
』
で
は
、
「
従
来
八
左
衛
門
家
江
被
下
置
候
御
合
力
米
之
儀
、
末
々
ニ
至

り
減
少
等
之
事
口
有
之
時
者
、
子
孫
之
者
共
難
渋
可
致
義
も
可
有
之
、
唯
今
之
内
、

是
迄
被
下
置
候
御
合
力
米
五
百
石
之
内
、
其
方
右
指
上
中
候
ハ
～
永
々
不
易
二

減
少
無
之
様
、
御
文
庫
二
御
書
留
被
為
置
可
被
下
旨
、
御
直
二
御
内
意
被
成
下
候

付
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
二
奉
存
、
是
迄
被
下
置
候
御
合
力
米
五
百
石
之
内
弐
百

石
奉
指
上
、
其
節
右
三
百
石
二
相
成
中
候
。
」
と
、
こ
の
知
行
代
の
減
少
に
つ
い

て
、
瑞
龍
院
（
光
友
）
が
直
接
八
左
衛
門
に
対
し
て
子
孫
の
知
行
代
を
こ
れ
以
上

減
ら
す
こ
と
は
し
な
い
と
約
束
し
た
上
で
、
八
左
衛
門
側
か
ら
減
ら
す
よ
う
願
い

出
る
形
を
と
っ
た
と
し
て
い
る
。
『
藩
士
名
寄
』
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
御
合
力
米
百
弐
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
七
三
郎

　
　
一
　
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
寅
正
月
十
八
日
、
亡
兄
八
左
衛
門
二
被
下
置
候

　
　
　
御
合
力
米
弐
百
石
之
内
、
七
三
郎
二
知
行
代
と
し
て
百
弐
拾
石
被
下
置

　
　
一
　
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
丑
四
月
晦
日
、
病
死

と
、
貞
享
三
年
に
兄
の
死
に
よ
っ
て
跡
を
継
い
だ
時
、
合
力
米
二
百
石
の
う
ち
百

二
十
石
を
得
た
と
し
て
お
り
、
三
代
目
に
な
っ
た
後
に
減
ら
し
て
い
る
と
は
し
な

ｊ
Ｏ
ト
Ｖ

（
三
）
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『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々(一)

　
　
「
知
行
代
」
と
「
合
力
米
」
の
石
数
は
俸
禄
制
度
上
か
ら
す
れ
ば
、
実
収
納
の

米
額
に
差
か
お
る
。
「
知
行
代
」
は
「
知
行
」
の
よ
う
に
、
現
実
に
は
「
知
行
地
」

（
采
地
・
給
地
）
を
給
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
石
高
」
に
「
免
（
免
相
）
四
ッ
」

と
い
う
課
税
率
四
割
（
四
公
六
民
）
を
課
し
て
「
租
米
」
を
収
納
す
る
制
度
で
。
あ

る
。
実
際
に
は
藩
の
米
蔵
か
ら
現
米
を
給
付
さ
れ
て
い
る
。
知
行
代
五
百
石
は
米

二
百
石
を
入
手
す
る
の
で
あ
る
。
「
合
力
米
」
の
石
数
は
現
米
そ
の
も
の
の
石
数

を
表
示
す
る
も
の
で
、
知
行
代
五
百
石
と
合
力
米
二
百
石
と
は
同
額
の
現
米
を
収

納
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
由
緒
書
』
の
「
是
迄
被
下
置
候
御
合
力
米
五
百
石
」
は

誤
認
で
あ
る
。
も
し
合
力
米
五
百
石
な
ら
ば
知
行
代
は
千
二
百
五
十
石
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
三
代
目
の
と
き
、
八
左
衛
門
家
側
か
ら
知
行
代
三
百
石
に
減
ら
す

よ
う
願
い
出
る
形
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
『
藩
士
名
寄
』
の
三
代
目
の
部
分
に
は

「
御
合
力
米
百
弐
拾
石
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
○
○
石
代
」
と
「
代
」

の
つ
い
て
い
る
場
合
も
「
知
行
代
」
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
二
代
目
か
ら
三
代
目
に
か
け
て
は
俸
禄
が
実
に
四
割
減
額
さ
れ
た
。
実
際
に
得

る
現
米
石
数
が
百
二
十
石
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
尾
張
藩
の
役
者
よ
り
多
か
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
俸
給
の
上
で
他
の
尾
張
藩
御
役
者

と
の
差
は
か
な
り
縮
小
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
四
代
　
八
左
衛
門
（
勝
成
）

　
四
代
目
に
関
し
て
、
『
市
史
（
風
）
』
は

　
　
其
子
八
左
衛
門
　
目
六
圓
　
四
代
目
を
継
ぎ
、
三
百
石
を
給
は
る
、
彼
は
浄
元

　
　
の
傅
と
八
郎
　
禅
曲
長
子
　
の
傅
と
を
併
せ
得
し
人
な
り
、
十
二
歳
に
し
て

　
　
父
を
失
ひ
、
自
分
に
て
名
人
た
ら
ん
と
心
掛
け
、
天
下
の
能
書
を
悉
く
探
り

　
　
得
て
、
上
手
と
な
れ
り
、
藩
主
吉
通
入
部
の
祝
能
に
出
席
せ
し
は
此
人
な
り
、

と
し
る
す
。
『
由
緒
書
』
の
勝
成
の
項
に
は
上
手
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

な
い
。
む
し
ろ
勝
成
に
実
子
が
お
ら
ず
、
後
継
者
の
い
な
い
ま
ま
に
亡
く
な
っ
た

こ
と
に
記
述
の
重
点
が
お
か
れ
、
「
実
子
無
御
座
、
殊
二
者
江
戸
表
詰
中
及
末
期
、

金
春
大
夫
弟
満
次
郎
儀
、
聳
養
子
二
奉
願
候
儀
二
付
、
未
御
家
江
茂
御
目
見
不
仕
、

尤
若
年
二
付
、
此
節
迄
実
家
二
罷
在
候
。
」
と
五
代
目
氏
綱
が
御
目
見
前
で
あ
っ

た
こ
と
を
記
す
。

　
『
藩
士
名
寄
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
御
合
力
米
百
弐
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
万
三
郎

　
　
一
　
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
丑
七
月
、
亡
父
八
左
衛
門
通
、
代
々
被
下
置
候

　
　
　
知
行
代
三
百
石
被
下
置

　
　
一
　
享
保
十
一
　
二
七
二
六
）
午
六
月
五
日
、
病
死

と
載
せ
る
。

　
　
　
　
五
代
　
八
左
衛
門
（
氏
綱
）

　
五
代
目
の
八
左
衛
門
は
、
幼
少
の
時
に
八
左
衛
門
を
相
続
し
、
ま
た
成
長
し
て

か
ら
金
１
　
大
夫
を
継
い
で
い
る
た
め
、
尾
張
家
の
「
大
夫
」
と
し
て
の
働
き
は
あ

ま
り
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
市
史
（
風
）
』
の
記
述
に
は
、

　
　
藩
主
宗
勝
の
時
、
金
春
本
家
七
郎
、
合
力
米
八
十
石
を
給
は
る
、
安
永
五
年
、

　
　
隠
居
し
て
息
翁
と
称
す
、
其
年
南
御
座
之
間
に
於
て
囃
子
を
催
さ
れ
、
息
翁

　
　
を
召
し
、
小
謡
論
義
な
ど
勤
め
し
む
、

と
あ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
関
与
し
て
か
、
こ
の
五
代
目
の
時
期

に
再
び
八
左
衛
門
家
の
俸
禄
が
減
少
し
た
。
『
由
緒
書
』
に
そ
の
間
の
事
情
は
、

「
公
儀
・
御
家
江
茂
未
御
目
見
不
仕
候
内
、
養
父
死
去
仕
候
故
二
哉
、
公
儀
表
之

儀
者
無
相
違
家
督
被
仰
付
候
得
共
、
御
合
力
米
之
儀
、
先
顕
之
通
御
由
緒
御
座
候

所
、
御
合
力
米
之
内
百
石
御
減
少
、
弐
百
石
被
下
置
候
。
」
と
書
か
れ
る
。
八
左
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衛
門
は
「
先
祖
共
格
別
之
御
由
緒
之
御
趣
を
以
、
三
百
石
之
杢
局
之
事
共
を
漸
奉

願
上
候
得
共
」
と
、
知
行
代
三
百
石
を
望
ん
だ
が
「
御
増
シ
高
之
儀
者
御
沙
汰
無

御
座
、
唯
今
迄
親
江
被
下
候
通
御
合
力
米
弐
百
石
被
下
置
候
。
」
と
か
な
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
『
由
緒
書
』
は
こ
の
場
合
も
「
知
行
代
」
を
「
合
力
米
」
と
誤
認
し

て
い
る
。
八
左
衛
門
家
は
「
合
力
米
弐
百
石
」
で
は
な
く
、
「
知
行
代
弐
百
石
」

を
得
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
米
石
数
は
八
十
石
で
あ
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
よ
れ

ば
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
満
次
郎

　
　
　
一
　
享
保
十
一
　
二
七
二
六
）
午
七
月
廿
七
日
、
亡
父
八
左
衛
門
末
期
願
之

　
　
　
趣
、
達
御
耳
候
處
、
近
代
、
為
指
御
奉
公
も
無
之
、
御
倹
約
之
御
時
節
柄

　
　
　
候
故
、
御
合
力
米
難
被
下
候
へ
共
、
先
祖
浄
元
儀
、
源
敬
様
江
被
召
出
、

　
　
　
瑞
竜
院
様
江
御
指
南
を
も
中
上
、
御
家
代
々
相
勤
来
候
者
二
而
、
各
別
被

　
　
　
思
召
候
付
、
御
時
節
柄
に
は
候
得
共
、
八
左
衛
門
江
被
下
置
候
三
百
石
代

　
　
　
之
内
、
百
石
分
減
少
、
弐
百
石
代
被
下
置
候
旨
被
仰
出

　
　
　
一
　
享
保
十
一
　
二
七
二
六
）
午
十
月
四
日
、
八
左
衛
門
と
改
名

　
　
　
一
　
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
中
十
一
月
、
金
春
大
夫
儀
病
気
付
、
働
願
、
八

　
　
　
左
衛
門
江
、
大
夫
本
家
譲
候
付
、
七
郎
与
改
名
之
由
。
八
左
衛
門
跡
ハ
伜

　
　
　
金
春
金
四
郎
江
譲
候
旨

　
　
　
一
　
安
永
四
（
一
七
七
五
）
未
閏
十
二
月
廿
三
日
、
公
儀
江
相
願
隠
居

と
載
せ
る
。
こ
の
記
事
中
の
「
三
百
石
代
」
「
弐
百
石
代
」
は
「
知
行
代
」
の
石

高
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
近
代
為
指
御
奉
公
も
無
之
」
の

部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
理
由
と
な
っ
て
「
知
行
代
弐
百
石
」
、
す
な
わ
ち
合
力

米
八
十
石
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
四
代
目
か
ら
五
代
目
に
か
け
て
の
享
保
年
間
に

は
、
八
左
衛
門
家
は
そ
れ
は
ど
の
尾
張
藩
関
係
の
仕
事
を
勤
め
て
い
な
い
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
六
代
　
八
左
衛
門
（
元
郊
）

六
代
目
は
、
『
市
史
（
風
）
』
に

　
　
同
年
、
六
代
目
八
左
衛
門
に
合
力
米
八
十
石
を
給
ひ
、
同
十
年
、
三
百
石
代

　
　
を
給
ふ
、
天
明
四
年
卒
す
、

と
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
六
代
目
の
時
に
知
行
代
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の
代
の
相
続
に
つ
い
て
は
『
由
緒
書
』
に
、
「
右
八
左
衛

門
儀
、
幼
名
金
四
郎
与
中
、
七
歳
未
満
二
而
、
公
儀
表
家
督
者
無
相
違
被
仰
付
、

御
家
御
合
力
米
之
儀
者
、
御
用
立
候
迄
者
親
金
春
大
夫
江
是
迄
之
通
被
下
置
候
様
、

願
之
通
被
仰
付
候
。
」
と
あ
る
。
幼
少
の
時
の
合
力
米
は
前
の
五
代
八
左
衛
門

（
そ
の
時
の
金
春
大
夫
）
に
付
け
ら
れ
て
い
た
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
儀
御
役
者

　
　
　
　
　
　
御
合
力
米
三
百
石
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
八
左
衛
門

　
　
一
　
安
永
四
（
一
七
七
五
）
未
閏
十
二
月
廿
三
日
、
金
春
大
夫
致
隠
居
候
付
、

　
　
　
只
今
迄
、
金
春
大
夫
江
被
下
置
候
御
合
力
米
弐
百
石
代
、
八
左
衛
門
江
被

　
　
　
下
置

　
　
一
　
天
明
元
（
一
七
八
一
）
丑
七
月
廿
六
日
、
久
々
出
精
相
勤
候
付
、
御
合

　
　
　
力
米
百
石
代
御
増
被
下
、
都
合
三
百
石
代
被
成
下

　
　
一
　
同
四
（
一
七
八
四
）
辰
三
月
廿
八
日
、
病
死

と
載
る
。
「
合
力
米
三
百
石
代
」
の
表
示
は
「
合
力
米
三
百
石
」
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
合
力
米
と
し
て
「
知
行
代
三
百
石
」
（
現
米
石
数
百
二
十
石
）
と
す

（
五
）
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『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々(一)

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
実
際
に
働
い
た
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て

の
加
増
で
あ
り
、
こ
の
俸
禄
が
そ
の
ま
ま
七
代
目
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
　
　
　
　
七
代
　
金
蔵

　
金
蔵
に
つ
い
て
『
市
史
（
風
）
』
は
、
「
依
っ
て
七
代
目
金
春
金
蔵
に
二
百
石
代

を
興
ふ
。
」
の
み
記
し
て
い
る
。
『
由
緒
書
』
で
は
、
「
右
金
蔵
義
、
九
才
之
節
親

八
左
衛
門
死
去
仕
、
公
儀
表
家
督
無
相
違
被
仰
付
、
御
家
江
御
合
力
米
奉
願
候
節
、

伯
父
金
春
大
夫
右
奉
願
、
金
蔵
御
口
立
候
迄
後
見
仕
、
可
奉
相
勤
候
段
奉
中
上
、

幼
少
之
金
蔵
江
、
親
八
左
衛
門
御
加
増
已
前
之
通
御
合
力
米
弐
百
石
被
下
置
候
。
」

と
記
し
て
い
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
よ
れ
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
八
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
御
合
力
米
弐
百
石
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
金
蔵

　
　
一
　
天
明
四
（
一
七
八
四
）
辰
八
月
廿
四
日
、
幼
少
之
事
ニ
ハ
候
得
共
、
御

　
　
　
代
々
相
勤
候
家
筋
之
儀
、
其
上
、
金
春
大
夫
後
見
い
た
し
御
用
等
相
勤
候

　
　
　
付
、
是
迄
八
左
衛
門
江
被
下
置
候
御
合
力
米
之
内
、
弐
百
石
代
被
下
置

　
　
一
　
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
丑
七
月
、
年
頃
ノ
義
ニ
も
相
成
候
付
、
金
春
大

　
　
　
夫
後
見
御
免

　
　
一
　
同
七
（
一
七
九
五
）
卯
四
月
、
退
身

と
あ
る
。
幼
少
で
八
左
衛
門
家
を
継
ぎ
、
金
春
大
夫
の
後
見
を
離
れ
て
二
年
余
り

で
退
身
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
実
質
的
な
活
動
時
期
は
極
め
て
短
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
八
代
　
八
左
衛
門
（
安
住
）

　
八
左
衛
門
家
八
代
目
の
金
春
安
住
は
、
喜
左
衛
門
家
の
最
後
で
も
あ
っ
た
。
安

住
に
つ
い
て
、
『
市
史
（
風
）
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
是
に
於
て
太
夫
八
左
衛
門
　
六
代
目
　
よ
り
願
ひ
出
で
、
太
夫
の
甥
　
庶
子

　
　
の
家
　
半
次
郎
を
新
た
に
仕
官
せ
し
め
、
切
米
四
十
石
　
次
で
十
石
を
加
増
す
、

　
　
扶
持
江
戸
六
口
、
尾
州
四
口
を
給
せ
ら
る
、
時
に
安
永
七
年
な
り
、
寛
政
七

　
　
年
に
至
り
、
金
春
金
蔵
　
七
代
目
　
病
篤
し
、
嗣
な
し
、
乃
ち
幕
府
及
び
当

　
　
藩
に
請
ひ
て
、
半
三
郎
を
し
て
金
蔵
の
家
を
嗣
が
し
め
、
八
左
衛
門
　
八
代

　
　
目
　
と
改
名
し
、
藩
よ
り
も
合
力
米
を
給
せ
り
、

と
記
す
。
安
住
は
喜
左
衛
門
家
十
代
目
の
虎
太
郎
の
跡
を
継
ぎ
、
続
い
て
八
左
衛

門
家
を
相
続
し
た
。
『
由
緒
書
』
に
は
、
「
右
八
左
衛
門
儀
、
最
初
半
次
郎
与
中
候

而
、
安
永
七
戌
年
新
規
二
御
家
御
大
夫
役
二
被
召
出
、
寛
政
七
卯
年
迄
拾
八
ヶ
年

御
奉
公
仕
、
同
年
従
弟
金
春
金
蔵
儀
退
身
仕
候
節
右
、
八
左
衛
門
家
相
続
仕
候
而
、

御
合
力
米
頂
戴
仕
候
。
」
と
あ
る
。
『
由
緒
書
』
に
は
安
住
が
、
「
源
白
様
御
在
世

中
者
、
御
稽
古
御
用
被
仰
付
、
」
と
九
代
藩
主
宗
睦
の
養
子
（
宗
睦
弟
義
敏
の
子
）

で
あ
る
治
行
（
源
白
）
に
稽
古
を
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
安
住
に
つ
い
て
『
藩
士
名
寄
』
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
太
夫
甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
御
合
力
米
弐
百
石
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
半
三
郎

　
　
　
　
　
　
隠
居
後
御
扶
持
拾
五
人
分
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
半
次
郎

　
　
一
　
安
永
七
（
一
七
七
八
）
戌
五
月
十
日
、
御
役
者
被
召
抱
、
大
夫
被
仰
付
、

　
　
　
御
切
米
四
拾
石
被
下
置

　
　
　
　
　
　
半
次
郎
儀
江
戸
扶
持
六
人
分
・
尾
州
扶
持
四
人
分
被
下
置

　
　
一
　
天
明
三
二
七
八
三
）
卯
三
月
廿
一
日
、
家
芸
致
出
精
候
二
付
、
御
加

　
　
　
増
米
拾
石
被
下
置
、
都
合
御
切
米
五
十
石
被
成
下
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一
　
寛
政
二
二
七
九
〇
）
戌
九
月
七
日
、
家
芸
常
々
出
精
相
勤
候
付
、
年
々

　
　
　
金
拾
両
充
被
下
置

　
　
一
　
同
五
（
一
七
九
三
）
丑
九
月
、
半
三
郎
与
改
名

　
　
一
　
同
七
（
一
七
九
五
）
卯
八
月
三
日
、
金
春
金
蔵
跡
相
続
被
仰
付
。
是
迄

　
　
　
之
御
宛
行
被
召
上
、
新
規
御
合
力
米
弐
百
石
代
被
下
置

　
　
一
　
同
（
一
七
九
五
）
年
八
月
、
八
左
衛
門
与
改
名

　
　
一
　
文
政
十
（
一
八
二
七
）
亥
四
月
十
四
日
、
於
御
本
丸
、
願
之
通
隠
居

　
　
一
　
同
二
八
二
七
）
年
六
月
廿
六
日
、
久
々
御
用
向
出
精
御
模
通
能
相
勤

　
　
　
候
付
、
御
合
力
米
代
御
加
増
を
も
可
被
成
下
御
吟
味
中
、
隠
居
仕
候
事
二

　
　
　
付
、
別
段
之
譚
を
以
、
御
扶
持
拾
五
人
分
被
下
置
。
御
國
表
御
用
之
節
ハ

　
　
　
罷
出
可
相
勤
旨

　
　
一
　
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
寅
五
月
七
日
、
病
死

と
載
せ
る
。
「
切
米
」
と
は
正
規
の
俸
禄
で
合
力
米
の
よ
う
に
扶
助
・
援
助
を
意

味
し
な
い
。
石
数
は
現
米
そ
の
も
の
の
石
数
で
あ
る
。
「
扶
持
」
は
一
人
扶
持
一

日
米
五
合
の
割
で
１
ヶ
年
米
一
石
八
斗
に
な
る
。
安
永
七
年
の
部
分
に
「
江
戸
扶

持
六
人
分
尾
州
扶
持
四
人
分
」
を
得
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
一
年
の
俸
禄
と
し

て
は
こ
の
両
方
を
合
わ
せ
て
十
人
扶
持
得
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。
十
人
扶
持
は

十
八
石
に
相
当
す
る
。
こ
れ
と
切
米
を
加
え
た
も
の
が
実
際
に
手
に
出
来
る
俸
禄

だ
っ
た
。
安
住
は
隠
居
後
に
「
扶
持
拾
五
人
分
」
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
米
二

十
七
石
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
九
代
　
八
左
衛
門
（
為
三
郎
）

　
『
由
緒
書
』
は
、
こ
の
為
三
郎
ま
で
の
記
述
で
終
わ
っ
て
い
る
。
『
由
緒
書
』
を

引
用
す
る
と
「
右
為
三
郎
儀
、
文
化
八
（
飯
塚
注
一
一
八
一
乙
未
年
初
而
御
目

見
仕
、
其
年
初
而
御
用
被
仰
付
、
当
酉
年
迄
都
合
十
五
ヶ
年
追
々
御
用
奉
相
勤
、
」

と
こ
の
『
由
緒
書
』
（
奥
書
一
文
政
八
〔
一
八
二
五
〕
酉
年
十
一
月
）
の
書
か
れ

た
時
点
ま
で
で
す
で
に
十
五
年
勤
め
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
七
か
し
な
が
ら
、

そ
の
勤
務
形
態
は
「
部
屋
住
二
而
当
年
迄
御
用
十
五
ヶ
年
相
勤
、
」
と
ず
っ
と
部

屋
住
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
九
代
目
に
つ
い
て
『
藩
士
名
寄
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
八
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
為
三
郎

　
　
一
　
文
政
十
（
一
八
二
七
）
亥
四
月
十
四
日
、
於
御
本
丸
、
家
督
無
相
違
被

　
　
　
下
置

　
　
一
　
同
（
一
八
二
七
）
年
六
月
四
日
、
今
度
家
１
　
二
付
、
父
八
左
衛
門
井
金

　
　
　
春
大
夫
願
之
通
、
御
合
力
米
弐
百
石
代
被
下
置

　
　
一
　
文
政
十
（
一
八
二
七
）
亥
十
二
月
、
八
左
衛
門
与
改
名

　
　
一
　
天
保
三
二
八
三
三
）
辰
二
月
朔
日
、
江
戸
表
二
詰
通
、
御
用
向
格
別

　
　
　
骨
折
候
付
、
御
謡
等
御
稽
古
相
勤
候
内
、
非
番
年
計
、
御
扶
持
六
人
分
被

　
　
　
下
置

と
記
す
。
為
三
郎
が
正
式
に
抱
え
ら
れ
た
の
は
『
由
緒
書
』
の
奥
書
の
年
月
よ
り

も
さ
ら
に
一
年
半
後
の
文
政
十
年
で
あ
り
、
そ
れ
も
安
住
の
引
退
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。
こ
れ
以
降
の
記
録
は
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
（
所
蔵
番
号
　
Ｒ
ポ
二
七
二
　
コ
エ

ー
頁
）
に
は
、
こ
の
後
の
八
左
衛
門
家
の
記
述
か
お
る
。
ま
ず
九
代
八
左
衛
門

（
為
三
郎
）
に
つ
い
て
は
、
「
安
政
六
（
一
八
五
九
）
未
八
月
廿
七
日
、
於
御
本
丸
、

願
之
通
隠
居
被
仰
付
、
家
督
無
相
違
、
伜
朋
之
助
江
被
下
置
」
と
あ
り
、
安
政
六

年
に
隠
居
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
御
目
見
よ
り
四
八
年
勤
務
し
た
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
十
代
　
八
左
衛
門
（
朋
之
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）
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『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々(一)

第
十
代
の
朋
之
助
に
関
し
て
は
林
政
史
研
究
所
『
藩
士
名
寄
』
（
所
蔵
番
号
　
Ｒ

ポ
二
七
二
　
一
三
二
頁
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
　
朋
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
久
二
二
八
六
二
）
戌
十
二
月
　
八
左
衛
門

　
　
一
　
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
未
九
月
廿
一
日
、
今
度
家
督
二
付
、
父
八
左

　
　
　
衛
門
井
金
春
太
夫
願
之
通
、
御
合
力
米
弐
百
石
代
被
下
置
候

朋
之
助
は
安
政
六
年
に
父
親
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
、
文
久
二
二
八
六
二
）
年
に

八
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
る
。
十
代
目
の
八
左
衛
門
襲
名
が
明
治
元
（
一
八
六
八
）

年
の
六
年
前
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
八
左
衛
門
家
は
明
治
維
新
ま
で
続
い
た

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
八
左
衛
門
は
柳
沢
澄
「
能
楽
家
忌
辰
録
」
に
よ
れ

ば
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
七
月
三
〇
日
に
六
〇
才
で
亡
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
三
　
林
家
（
金
春
喜
左
衛
門
家
）
の
代
々

　
林
家
は
、
尾
張
藩
に
の
み
所
属
す
る
「
大
夫
」
の
家
で
あ
る
。
こ
の
家
は
三
代

目
か
ら
金
春
姓
を
名
乗
り
、
『
藩
士
名
寄
』
に
も
金
春
姓
の
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。

林
家
の
初
代
・
二
代
に
つ
い
て
は
、
『
藩
士
名
寄
』
の
林
の
部
分
に
欠
落
が
あ
る

た
め
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
喜
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
三
代

目
か
ら
五
代
目
ま
で
と
七
代
目
の
四
人
で
あ
る
。
金
春
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
金
春
喜
左
衛
門
家
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
『
市
史

（
風
）
』
に
林
家
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
林
家
と
呼
ば
せ
て
頂
き
た
い
。
初
代
・

二
代
に
関
す
る
こ
と
を
『
市
史
（
風
）
』
よ
り
抜
粋
す
る
と
。

　
　
金
春
七
郎
氏
勝
　
慶
長
十
八
年
卒
　
の
高
弟
に
し
て
、
且
女
婿
た
る
林
長
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
衛
は
、
元
禄
六
年
、
光
友
に
召
出
さ
れ
、
正
保
元
年
ま
で
勤
務
せ
し
が
、
次

　
　
第
に
病
身
に
な
り
た
る
よ
り
、
金
春
七
郎
重
勝
の
弟
、
平
右
衛
門
　
長
兵
衛

　
　
妻
の
兄
　
を
代
役
に
召
出
す
、
之
を
二
代
目
と
す
、
明
暦
二
年
卒
す
、

と
な
る
。
『
市
史
（
風
）
』
は
初
代
が
召
し
出
さ
れ
た
の
を
「
元
禄
六
年
」
と
す
る

が
、
こ
れ
は
死
去
し
た
年
が
出
仕
し
た
年
よ
り
も
早
く
な
り
年
代
が
合
わ
な
い
。

『
市
史
（
人
）
』
に
「
元
和
六
年
」
と
あ
る
も
の
に
し
た
が
う
。
こ
の
代
の
扶
持
・

身
分
に
関
し
て
は
現
在
の
所
、
資
料
等
未
見
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
代
　
喜
左
衛
門

三
代
目
に
関
し
て
は
、
『
市
史
（
風
）
』
に

　
　
其
子
幼
な
る
を
以
て
、
長
兵
衛
の
子
七
右
衛
門
を
し
て
、
三
代
目
を
継
が
し

　
　
む
、
七
右
衛
門
光
友
に
仕
へ
、
切
米
八
十
石
扶
持
七
口
を
給
せ
ら
れ
、
喜
右

　
　
衛
門
と
改
名
し
、
寛
文
九
年
卒
す
、

と
載
る
。
『
市
史
（
風
）
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
二
代
目
の
子
供
が
幼
年
で
あ
っ
た

の
で
初
代
の
子
供
を
召
し
だ
し
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
即
戦
力
に
な
る
人
物
を
後

継
者
と
し
た
と
言
え
る
。
が
、
家
を
継
い
で
三
年
余
り
で
亡
く
な
っ
た
。
『
藩
士

名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
御
切
米
八
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
喜
左
衛
門

　
　
一
　
万
治
元
（
一
六
五
八
）
戌
年
、
被
召
出
、
御
切
米
八
拾
石
被
下
置

　
　
一
　
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
酉
六
月
、
病
死

と
載
る
。
『
市
史
（
風
）
』
『
市
史
（
人
）
』
で
は
「
喜
右
衛
門
」
と
名
乗
っ
た
と
す

る
が
『
藩
士
名
寄
』
は
喜
左
衛
門
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
三
代
目
か
ら
喜
左
衛

門
を
名
乗
っ
た
と
考
え
る
。
家
を
継
い
で
か
ら
の
活
動
期
間
は
短
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　
　
四
代
　
喜
左
衛
門
（
権
八
）
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四
代
目
は
、
『
市
史
（
風
）
』
に
、
「
其
子
喜
左
衛
門
四
代
目
を
継
ぐ
、
正
徳
四

年
、
眼
を
病
み
て
退
引
し
、
」
と
載
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
喜
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
御
切
米
八
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
権
八

　
　
一
　
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
子
年
、
被
召
出
、
九
年
無
足
二
而
相
勤
罷
在

　
　
一
　
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
酉
七
月
、
父
致
病
死
候
付
、
大
夫
役
之
儀
二
付
、

　
　
　
父
の
こ
と
く
御
切
米
【
八
拾
石
】
被
下

　
　
一
　
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
酉
九
月
、
御
隠
居
附
被
仰
付

　
　
一
　
同
十
四
（
一
七
〇
こ
巳
正
月
、
表
御
役
者
打
込
二
被
仰
付

　
　
一
　
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
午
九
月
廿
七
日
、
病
気
二
付
、
御
役
儀
難
相
勤

　
　
　
旨
兼
而
価
願
、
御
役
儀
御
免
、
隠
居
被
仰
付
。
取
来
候
御
切
米
御
扶
持
方

　
　
　
無
相
違
、
伜
貞
之
丞
二
被
下
候
。
喜
左
衛
門
儀
、
瑞
竜
院
様
御
代
被
召
出
、

　
　
　
久
々
相
勤
者
候
故
、
御
扶
持
方
五
人
分
被
下
置
。
名
・
苗
字
共
二
林
八
右

　
　
　
衛
門
と
改
【
以
下
虫
損
判
読
不
可
】

と
載
る
。
万
治
三
年
の
「
無
足
」
と
は
無
俸
禄
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
喜
左
衛
門

の
特
徴
は
、
元
禄
六
年
か
ら
十
四
年
ま
で
、
「
御
隠
居
附
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
時
期
に
息
子
で
あ
る
五
代
目
喜
左
衛
門
も
同
じ
く

「
御
隠
居
附
」
で
あ
り
、
「
表
役
者
」
と
は
異
な
っ
た
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
「
御
隠
居
」
は
二
代
藩
主
光
友
の
こ
と
で
あ
る
。
光
友
は
初
代
八
左
衛
門

に
能
を
習
っ
て
い
る
。
喜
左
衛
門
は
八
左
衛
門
と
同
じ
金
春
流
で
あ
る
か
ら
、
光

友
の
稽
古
の
相
手
な
ど
を
勤
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
代
藩
主
綱
誠
が
元
禄
六
年

四
月
二
十
五
日
に
家
督
を
継
い
で
お
り
、
そ
の
半
年
後
に
喜
左
衛
門
が
御
隠
居
附

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
光
友
は
元
禄
十
三
年
十
月
十
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か

ら
、
そ
の
四
十
九
日
の
後
に
表
役
者
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
四
代
目
喜
左
衛
門
は
引
退
後
「
林
八
右
衛
門
」
と
改
姓
し
て
お
り
、
本
姓
は
林

氏
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
隠
居
後
も
「
扶
持
方
五
人
分
」

を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
米
九
石
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
五
代
　
喜
左
衛
門
（
貞
之
丞
）

　
『
市
史
（
風
）
』
に
は

　
　
養
子
貞
之
進
　
後
に
喜
左
衛
門
　
五
代
目
を
相
続
す
、
享
保
八
年
、
病
身
に

　
　
て
役
儀
を
辞
し
、

と
あ
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
喜
左
衛
門
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
御
切
米
八
十
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
貞
之
丞

　
　
一
　
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
戌
年
、
御
隠
居
附
御
役
者
被
召
出
、
三
年
無
足

　
　
　
二
而
相
勤

　
　
一
　
同
十
（
一
六
九
七
）
丑
十
月
四
日
、
御
切
符
金
三
拾
『
虫
損
』
三
人
扶

　
　
　
持
被
下
置

　
　
一
　
元
禄
十
四
（
一
七
〇
こ
巳
正
月
、
表
御
役
者
打
込
被
仰
付

　
　
一
　
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
九
月
廿
七
日
、
父
喜
左
衛
門
隠
居
被
仰
付
候

　
　
　
付
、
喜
左
衛
門
江
被
下
来
候
御
切
米
八
拾
石
御
扶
持
方
共
無
相
違
、
貞
之

　
　
　
丞
二
被
下
置
、
大
夫
二
被
仰
付
。
田
中
源
之
丞
座
上
被
仰
出
之
。
同
月
喜

　
　
　
左
衛
門
と
改
名
。

　
　
　
　
　
　
尤
、
只
今
迄
貞
之
丞
取
来
候
御
切
符
金
御
扶
持
ハ
上
ル

　
　
ー
　
享
保
八
（
一
七
二
三
）
卯
六
月
十
二
日
、
病
身
二
而
、
久
々
御
用
を
も

　
　
　
不
相
勤
候
付
隠
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
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『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々(一)

と
あ
る
。
『
市
史
（
風
）
』
に
は
前
名
を
「
貞
之
進
」
と
す
る
が
『
藩
士
名
寄
』
は

「
貞
之
丞
」
と
す
る
。
五
代
目
は
享
保
八
年
の
時
点
で
長
く
御
用
を
勤
め
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
子
供
で
あ
る
六
代
目
に
跡
を
譲
り
隠
居
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
後
述
の
通
り
六
代
目
も
早
く
無
く
な
っ
て
お
り
、
享
保
年
間
に
林
家
は
活
躍

出
来
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
元
禄
十
年
に
得
た
「
御
切
符
金
」
と
は

「
正
金
」
で
は
な
く
「
割
符
金
」
で
の
給
与
で
あ
る
。

　
　
　
　
六
代
　
権
三
郎

六
代
目
は
『
市
史
（
風
）
』
に

　
　
其
子
権
三
郎
を
し
て
六
代
目
を
相
続
せ
し
む
、
同
十
年
卒
し
、

と
載
る
。
こ
の
代
に
切
米
は
八
十
石
か
ら
二
十
石
減
少
し
六
十
石
と
な
っ
た
。

『
藩
士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
喜
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
御
切
米
六
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
権
三
郎

　
　
一
　
享
保
六
（
一
七
二
言
丑
三
月
廿
二
日
、
御
合
力
金
弐
拾
両
・
常
御
扶

　
　
　
持
三
人
分
被
下
、
御
役
者
被
仰
付

　
　
一
　
同
八
（
一
七
二
三
）
卯
六
月
十
二
日
、
父
喜
左
衛
門
儀
病
身
二
而
、
久
々

　
　
　
御
用
も
不
相
勤
候
付
、
隠
居
被
仰
付
。
右
権
三
郎
儀
年
頃
ニ
も
罷
成
候
付
、

　
　
　
大
夫
被
仰
付
、
御
切
米
六
拾
石
・
江
戸
御
扶
持
六
人
分
・
尾
州
御
扶
持
四

　
　
　
人
分
被
下
置

　
　
　
　
　
　
只
今
迄
被
下
置
候
御
合
力
金
御
扶
持
方
被
召
上

　
　
一
　
享
保
十
（
一
七
二
五
）
巳
十
月
晦
日
、
病
死

と
載
る
。
前
述
の
通
り
六
代
目
は
家
を
相
続
し
二
年
あ
ま
り
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

大
夫
と
し
て
の
活
躍
時
期
は
短
か
っ
た
。

　
　
　
　
七
代
　
喜
左
衛
門
（
権
次
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ξ
）

七
代
目
は
六
代
目
が
相
続
後
二
年
余
り
で
無
く
な
っ
た
の
を
受
け
て
そ
の
弟
が
相

続
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
代
に
は
切
米
が
六
十
石
よ
り
さ
ら
に
二
十
石
減
少
し

四
十
石
と
な
っ
た
。
『
市
史
（
風
）
』
に
は
、

　
　
弟
権
次
郎
七
代
目
を
つ
ぐ
、
寛
保
二
年
卒
し
て
子
無
し
、

と
の
み
載
せ
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
権
三
郎
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
御
切
米
四
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
へ
権
次
郎

　
　
一
　
享
保
十
一
　
二
七
二
六
）
午
二
月
朔
日
、
亡
兄
権
三
郎
名
跡
被
仰
付
被

　
　
　
下
候
様
ニ
と
田
中
源
之
丞
依
願
、
権
次
郎
儀
幼
少
二
付
、
御
用
ニ
ハ
難
立

　
　
　
候
得
共
、
数
代
相
勤
家
筋
之
者
之
儀
、
殊
二
喜
左
衛
門
病
身
二
而
、
権
三

　
　
　
郎
二
懸
罷
在
由
候
へ
は
可
致
難
儀
付
而
、
御
憐
懸
を
以
、
為
御
合
力
金
、

　
　
　
今
年
右
廿
両
充
毎
歳
被
下
置
候
。
家
芸
出
精
致
、
執
行
候
様
被
仰
出

　
　
一
　
享
保
十
六
（
一
七
三
こ
亥
十
一
月
十
日
、
働
願
、
尾
州
逗
留
扶
持
四

　
　
　
人
分
被
下
置

　
　
一
　
同
十
八
（
一
七
三
三
）
丑
五
月
廿
八
日
、
働
願
元
服

　
　
一
　
同
廿
（
一
七
三
五
）
卯
六
月
十
九
日
、
近
年
御
国
御
用
・
御
在
江
戸
御

　
　
　
用
等
、
田
中
源
之
承
７
寺
田
門
治
同
様
相
勤
、
其
上
数
代
御
役
者
大
夫
筋

　
　
　
目
之
者
之
儀
候
故
、
御
切
米
四
拾
石
被
下
置
旨
被
仰
出

　
　
　
　
　
只
今
迄
被
下
置
候
御
合
力
金
ハ
上
ル

　
　
一
　
寛
保
二
二
七
四
二
）
戌
十
一
月
二
日
、
江
戸
二
而
病
死

と
載
せ
る
。
幼
少
で
相
続
し
、
享
保
一
八
年
に
元
服
し
た
。
『
金
春
古
傅
書
集
成
』

所
収
系
図
は
、
寛
保
二
年
一
〇
月
三
〇
日
没
、
行
年
二
五
歳
と
す
る
。
子
供
は
な

く
、
次
の
代
よ
り
喜
左
衛
門
は
名
乗
っ
て
い
な
い
。
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八
代
　
甚
三
郎

八
代
目
は
『
市
史
（
風
）
』
に
は
、

　
　
金
春
の
一
門
竹
田
権
兵
衛
　
松
平
加
賀
守
の
太
夫
な
り
　
の
弟
甚
三
郎
、
八
代

　
　
目
を
相
続
し
て
太
夫
と
な
り
、
京
都
　
小
川
通
武
者
小
路
上
ル
　
に
住
す
、
勤

　
　
続
約
三
十
年
に
し
て
、
安
永
二
年
卒
す
、

と
載
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
御
切
米
五
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
金
春
喜
左
衛
門
名
跡

　
　
　
　
　
　
御
扶
持
江
戸
六
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
甚
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
四
人
分

　
　
一
　
寛
保
三
二
七
四
三
）
亥
五
月
八
日
、
喜
左
衛
門
儀
去
冬
病
死
候
處
、

　
　
　
伜
無
之
候
付
、
縁
類
竹
田
権
兵
衛
弟
右
甚
三
郎
儀
、
末
々
御
用
立
可
中
者

　
　
　
候
間
、
喜
左
衛
門
名
跡
被
仰
付
被
下
候
様
ニ
と
依
願
、
名
跡
被
召
出
、
年
々

　
　
　
金
弐
拾
両
充
被
下
置
旨
被
仰
出
、
苗
字
改

　
　
　
　
　
但
甚
三
郎
江
江
戸
御
扶
持
六
人
分
・
尾
州
御
扶
持
四
人
分
被
下
置
筈

　
　
一
　
延
享
二
二
七
四
五
）
丑
正
月
十
一
日
、
家
芸
精
出
、
当
御
在
府
御
用

　
　
　
も
押
而
相
勤
。
其
上
、
数
代
大
夫
役
勤
候
筋
目
之
者
ニ
も
候
故
、
御
切
米

　
　
　
四
拾
石
被
成
下
。
尤
只
今
迄
被
下
来
候
御
金
ハ
上
ル

　
　
ー
　
宝
暦
十
三
二
七
六
三
）
未
十
二
月
廿
九
日
、
御
加
増
米
拾
石
被
下
置
、

　
　
　
都
合
御
切
米
五
拾
石
被
成
下

　
　
　
一
　
安
永
二
二
七
七
三
）
巳
九
月
十
二
日
、
病
死

と
載
る
。
八
代
目
は
「
喜
左
衛
門
」
の
名
は
名
乗
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
九
代
　
虎
太
郎

九
代
目
は
八
代
目
の
死
後
家
を
継
い
だ
が
、
ご
く
僅
か
な
年
数
し
か
勤
め
な
か
っ

た
。
『
市
史
（
風
）
』
に
は
、

　
　
其
子
虎
太
郎
九
代
目
と
な
り
、
江
戸
に
下
り
、
金
春
の
家
元
に
て
修
行
中
、

　
　
同
六
年
、
無
断
師
家
を
去
り
た
る
に
よ
り
絶
家
す
、

と
載
せ
る
。
『
藩
士
名
寄
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
御
切
米
四
拾
石
　
　
　
　
　
御
役
者
大
夫

　
　
　
　
　
　
御
扶
持
江
戸
六
人
分
　
　
　
　
　
金
春
甚
三
郎
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
春
虎
太
郎

　
　
一
　
安
永
二
二
七
七
三
）
巳
十
二
月
十
八
日
、
御
役
者
被
召
抱
、
親
跡
大

　
　
　
夫
被
仰
付
。
御
切
米
四
拾
石
・
江
戸
詰
扶
持
六
人
分
・
尾
州
御
扶
持
四
人

　
　
　
分
被
下
置

　
　
一
　
安
永
六
（
一
七
七
七
）
酉
十
二
月
七
日
、
立
去

九
代
目
は
継
い
で
か
ら
僅
か
四
年
で
「
立
去
」
つ
て
お
り
、
実
質
的
に
活
躍
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
次
に
継
い
だ
の
が
、
八
左
衛
門
家
を
継
い
だ
安
住
で
あ
る
。

　
　
　
四
　
お
わ
り
に

　
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
藩
士
名
寄
』
の
記
載
か
ら
、
金
春
八
左
衛
門
家
・
林
家
の
代
々

の
記
述
に
つ
い
て
述
べ
た
。
八
左
衛
門
家
は
義
直
、
林
家
は
光
友
の
時
代
か
ら
抱

え
ら
れ
て
お
り
、
尾
張
藩
の
御
役
者
の
家
と
し
て
は
最
も
早
い
段
階
で
抱
え
ら
れ

た
家
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
林
家
は
幕
末
ま
で
は
続
か
な
か
っ
た
。
藤
田
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

郎
兵
衛
氏
蔵
「
慶
応
四
年
お
抱
え
能
役
者
名
簿
」
に
は
、
山
田
左
兵
衛
（
太
夫
格

　
京
都
住
）
　
・
松
村
重
蔵
（
連
役
　
南
都
住
）
　
・
西
原
仲
右
衛
門
（
連
役
　
江
戸

住
）
と
三
人
の
金
春
流
の
役
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
三
家
と
も
初
代
が
地
謡
と

し
て
抱
え
ら
れ
た
家
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
家
が
太
夫
格
・
連
役
ま
で
勤
め
得
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
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『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々(一)

う
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
現
象
だ
ろ
う
。
太
夫
役
と
し
て
林
家
を

ど
う
し
て
も
必
要
と
す
る
と
い
っ
た
状
況
に
な
く
な
っ
た
こ
と
も
林
家
の
中
絶
の

背
景
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
尾
張
藩
の
能
楽
政
策
は
、
た
だ
単
に
費
用
の
か
か
る
役
者
を
一
律
に
辞
め
さ
せ

る
と
い
う
よ
う
な
方
針
で
は
な
か
っ
た
。
役
の
あ
ま
り
な
い
役
者
か
ら
は
俸
禄
を

削
り
、
そ
の
分
で
新
規
の
役
者
を
抱
え
た
、
も
し
く
は
役
が
増
え
た
役
者
に
加
増

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
尾
張
藩
の
御
役
者
の
家
・
俸
禄
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
一
定
し
て
い
た
も
の

で
は
な
い
。
義
直
・
光
友
の
時
代
は
金
春
流
と
い
う
流
儀
で
シ
テ
方
を
統
一
し
て

い
た
。
こ
れ
は
光
友
が
金
春
八
左
衛
門
に
習
っ
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
だ
っ

た
ろ
う
。
そ
れ
が
、
他
流
儀
の
役
者
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
他
流
儀
の

役
者
は
、
金
春
流
の
役
者
を
転
流
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
町
役
者
を
安
く
登
用
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
張
藩
の
御
役
者
中
に
お
け
る
金
春
流
の
勢
力
は
江
戸
時
代

を
通
じ
て
徐
々
に
落
ち
て
行
っ
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
に
は
宝
生
家
（
安
田
家
　
宝
生
流
）
　
・
寺
田
家
（
金
剛
流
）
　
・

木
下
家
（
観
世
流
）
が
尾
張
藩
の
大
夫
と
し
て
地
位
を
固
め
て
お
り
、
山
田
家

（
金
春
流
）
　
・
丹
羽
家
（
宝
生
流
）
は
大
夫
格
に
地
位
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
尾

張
藩
は
そ
の
当
時
の
人
気
・
働
き
を
考
え
て
家
々
の
処
遇
を
変
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
役
者
の
家
も
必
ず
し
も
安
定
し
た
待
遇
を
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
今
回
は
紙
数
の
関
係
か
ら
『
藩
士
名
寄
』
に
載
る
御
役
者
の
う
ち
金
春
八
左
衛

門
家
・
林
家
に
限
定
し
て
述
べ
た
。
同
書
に
は
田
中
家
・
木
下
家
・
寺
田
家
・
大

野
家
な
ど
他
の
シ
テ
方
の
家
も
記
載
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
家
に
関
し
て
は
、
次
号

以
降
に
連
載
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

注
１２３

（
Ξ
）

　
　
『
名
古
屋
市
史
　
風
俗
編
』
　
名
古
屋
市
役
所
　
大
正
四
年
八
月
発
行

　
本
稿
の
金
春
八
左
衛
門
家
・
林
家
に
関
す
る
引
用
は
全
て
同
書
の
一
五
〇
―
一
五
二

頁
に
よ
る
。

　
　
『
名
古
屋
市
史
　
人
物
編
』
　
名
古
屋
市
役
所
　
昭
和
九
年
五
月
発
行

　
八
左
衛
門
家
は
四
二
九
－
四
三
〇
頁
（
金
春
半
次
郎
〔
安
住
〕
は
四
五
六
頁
）
、
林

家
は
四
三
一
－
四
三
二
頁
に
載
る
。

　
　
「
〔
翻
刻
〕
藤
田
六
郎
兵
衛
氏
蔵
『
安
政
五
年
戊
午
改
分
限
帳
』
－
―
こ
４
　
戸
末
期
の

尾
張
藩
お
抱
え
能
役
者
－
」
　
拙
稿
　
「
名
古
屋
芸
能
文
化
　
第
四
号
」
　
　
一
九
九

四
年
コ
ー
月
　
三
二
－
四
三
頁

４
　
『
日
本
史
用
語
大
辞
典
　
Ｉ
　
用
語
編
』
　
日
本
史
用
語
大
辞
典
編
集
委
員
会
　
柏

　
書
房
　
一
九
七
八
年
八
月
一
五
日
発
行
　
蔵
米
（
切
米
）
　
二
三
〇
－
二
三
一
頁
　
合

　
力
　
二
六
四
頁

５
　
『
復
刻
・
増
補
版
　
能
楽
盛
衰
記
上
巻
　
江
戸
の
能
』
著
者
　
池
内
信
嘉
　
解
題
・

　
年
譜
・
著
作
年
表
　
西
野
春
雄
　
東
京
創
元
社
　
平
成
四
年
一
〇
月
発
行
　
コ
二
五
頁

　
上
段

６
　
『
藩
士
名
寄
』
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
　
分
類
番
号
　
一
四
一
　
　
一
）
金
春
姓
は
全

　
て
第
一
〇
五
冊
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
通
し
頁
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各

　
家
の
代
々
の
記
さ
れ
て
い
る
頁
番
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
林
家
（
金
春
喜
左

　
衛
門
家
十
代
）
の
安
住
は
八
左
衛
門
家
八
代
と
し
て
載
せ
た
。

　
〔
八
左
衛
門
家
〕
初
代
　
二
六
五
頁
　
二
代
　
二
六
六
頁
　
三
代
　
二
六
七
頁
　
四
代

　
二
六
八
頁
　
五
代
　
二
六
九
頁
　
六
代
　
二
七
一
百
八
　
七
代
　
二
七
二
頁
　
八
代
　
二

　
八
六
頁
　
九
代
　
二
八
八
頁

　
〔
林
家
（
金
春
喜
左
衛
門
家
）
〕
三
代
　
二
七
三
頁
　
四
代
　
二
七
四
頁
　
五
代
　
二
七

　
六
頁
　
六
代
　
二
七
八
頁
　
七
代
　
二
七
九
頁
　
八
代
　
二
八
一
頁
　
九
代
　
二
八
三

　
頁
７
　
八
左
衛
門
家
『
由
緒
書
』
　
一
　
『
能
楽
諸
家
由
緒
書
』
（
表
章
　
片
桐
登
校
訂
　
能
楽
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資
料
集
成
一
九
　
わ
ん
や
書
店
　
平
成
八
年
三
月
発
行
）
所
収
校
訂
本
文
に
拠
る
。
八

　
左
衛
門
家
に
関
す
る
引
用
文
は
、
二
四
二
上
一
四
九
頁

８
　
「
能
楽
家
忌
辰
録
・
明
治
元
年
Ｉ
明
治
三
十
五
年
」
　
柳
沢
澄
　
「
謡
曲
界
」
　
昭

　
和
十
四
年
十
月
号
　
一
五
七
頁

９
　
光
友
の
隠
居
及
び
別
表
の
藩
主
の
家
督
相
続
の
年
月
日
は
、
『
名
古
屋
市
史
　
政
治

　
編
　
第
二
　
大
正
四
年
十
一
月
発
行
　
名
古
屋
市
役
所
収
載
　
「
尾
張
徳
川
家
一
覧

　
表
」
「
尾
州
徳
川
家
系
図
」
に
よ
る
。

1
0
　
［
明
治
維
新
期
に
お
け
る
尾
張
藩
お
抱
え
能
役
者
の
境
遇
］
　
拙
稿
　
　
１
名
古
屋
芸

　
能
文
化
　
第
五
号
」
　
一
九
九
五
年
二
一
月
　
三
八
１
四
一
頁

〔
付
記
〕
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
頂
き
ま
し
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
徳
川
林
政
史

研
究
所
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
多
大
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
小
島
廣
次

氏
・
梨
花
光
弥
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿
は
平
成
九
年
度
科
学
研

究
費
助
成
奨
励
研
究
（
Ａ
）
「
東
海
地
域
近
世
・
近
代
能
楽
資
料
の
収
集
と
整
理
」
（
課

題
番
号
‥
○
九
七
一
〇
三
一
六
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

（
三
）
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　　　　　　　　　　　　　　『藩士名寄』に見る尾張藩御役者の代々（一）

名古屋市蓬左文庫所蔵『藩士名寄』記載の八左衛門家・林家（金春喜左衛門家）関係記事

代 名　　前 別名 元号 年 西暦 月 日 将軍 藩主 事　　　　　　　　　　　　　　項

１ 八左衛門 安喜 元和 ３ 1617 秀忠 義直 藤堂家より転仕。知行代500石を得る。（現米200石）

１ 八左衛門 安喜 秀忠？ 義直 金春八郎が「看坊」を勤める節尾張藩を離れ、「公儀御用」を勤める。
知行代500石（現米200石）は合力として得る。

１ 林長兵衛 元和 ６ 1620 秀忠 義直 光友に召し出される（市史・人物）

１ 林長兵衛 正保 １ 1644 家光 義直 引退（市史・人物）

２ 八左衛門 照喜 慶安 ４ 1651 家綱 光友 御目見

２ 林平右衛門 明暦 ２ 1656 家綱 光友 死去（市史・人物）

１ 八左衛門 安喜 万治 １ 1658 家綱 光友 病死

２ 八左衛門 照喜 万治 １ 1658 家綱 光友 知行代500石（現米200石）を得る。

３ 喜左衛門 万治 １ 1658 家綱 光友 召し出され、切米80石を得る。

４ 喜左衛門 権八 万治 ３ 1660 家綱 光友 この年より9年間無足で勤める

３ 喜左衛門 寛文 ９ 1669 ６ 家綱 光友 病死

４ 喜左衛門 権八 寛文 ９ 1翻 ７ 家綱 光友 大夫役となり、切米80石を得る。

２ 八左衛門 照喜 貞享 ２ 1685 且 閏22頃 綱吉 光友 江尻にて病死

３ 八左衛門 安成 貞享 ３ 1686 １ 18 綱吉 光友 合力米120石を得る。

４ 喜左衛門 権八 元禄 ６ 1693 ９ 綱吉 綱誠 御隠居附となる。

５ 貞之丞 元禄 ７ 1694 綱吉 綱誠 御隠居附に召出され、3年間無足で勤める。

３ 八左衛門 安成 元禄 10 1697 ４ 30 綱吉 綱誠 病死

４ 八左衛門 勝成 元禄 10 1697 ７ 綱吉 綱誠 知行代300石（現米120石）を得る。

５ 貞之丞 元禄 10 1697 10 ４ 綱吉 綱誠 切符金30両･3人扶持（現米5石3斗）を得る。（但し虫損推定）

４ 喜左衛門 権八 元禄 14 1701 １ 綱吉 吉通 表御役者打込となる。

５ 貞之丞 元禄 14 1701 1 綱吉 吉通 表御役者打込となる。

４ 喜左衛門 権八 正徳 ４ 1714 ９ 27 家継 継友 隠居。従来の扶持は5代目に。新規扶持5人分（現米9石）を得る。林八
右衛門と改名。

５ 八左衛門 貞之丞 正徳 ４ 1714 ９ 27 家継 継友 大夫となる。切米80石・扶持を得る。田中源之丞座上。従来の扶持は
なくなる。喜左衛門と改名

６ 権三郎 享保 ６ 1721 ３ 22 吉宗 継友 合力金20両・扶持3人分（現米5石3斗）を得る。

５ 喜左衛門 貞之丞 享保 ８ 1723 ６ 12 吉宗 継友 隠居

６ 権三郎 享保 ８ 1723 ６ 12 吉宗 継友 大夫となる。切米60石江戸扶持6人分尾州扶持4人分（扶持10人分:現米
18石）を得る。従来の合力金はなくなる。

６ 権三郎 享保 10 1725 10 30 吉宗 継友 病死

７ 喜左衛門 権次郎 享保 且 1726 ２ １ 吉宗 継友 合力金20両を得る。

４ 八左衛門 勝成 享保
ｎ 1726 ６ ５ 吉宗 継友 病死

５ 満次郎 氏綱 享保 ｎ 1726 ７ 27 吉宗 継友 末期養子願により、知行代200石（現米80石）を得る。
５ 八左衛門 氏綱 享保 且 1726 .10 ４ 吉宗 継友 満次郎より八左衛門へ改名。

７ 喜左衛門 権次郎 享保 16 1731 11 10 吉宗 宗春 尾州逗留扶持4人分（現米7石2斗）を得る。

７ 喜左衛門 権次郎 享保 18 1733 ５ 28 吉宗 宗春 元服

７ 喜左衛門 権次郎 享保 20 1735 ６ 19 吉宗 宗春 大夫となる。切米40石を得る。合力金はなくなる。

５ 七郎 氏綱 元文 ５ 1740 11 吉宗 宗勝 金春大夫を継ぐ。七郎と改名。八左衛門名跡は伜金四郎に譲るが、『由
緒書』によれば合力米はそのまま五代八左衛門が得ていた。

７ 喜左衛門 権次郎 寛保 ２ 1742 且 ２ 吉宗 宗勝 江戸で病死

８ 甚三郎 寛保 ３ 1743 ５ ８ 吉宗 宗勝 竹田甚三郎が喜左衛門名跡となる。金20両宛を得、金春姓へ改姓。江
戸扶持6人分、尾州扶持4人分（扶持10人分:現米18石）。

８ 甚三郎 延享 ２ 1745 １ 皿 吉宗 宗勝 大夫となり切米40石を得る。従来の金20両はなくなる。
８ 甚三郎 宝暦 13 1763 12 29 家治 宗陸 加増米10石（合計切米50石となる｡）

８ 甚三郎 安永 ２ 1773 ９ 12 家治 宗陸 病死

９ 虎太郎 安永 ２ 1773 12 18 家治 宗陸 大夫となり切米40石を得る。扶持は江戸6人分尾州4人分(扶持10人分:現米18石)

５ 七郎 氏綱 安永 ４ 1775 閏12 23 家治 宗陸 隠居
６ 八左衛門 元郊 安永 ４ 1775 閏12 23 家治 宗陸 知行代200石を得る（現米80石）

９ 虎太郎 安永 ６ 1777 12 ７ 家治 宗陸 立去

10 半次郎 安住 安永 ７ 1778 ５ 10 家治 宗陸 大夫となり切米40石を得る。扶持は江戸6人分尾州4人分(扶持10人分:現米18石)

６ 八左衛門 元郊 天明 １ 1781 ７ 26 家治 宗陸 知行代100石代加増される。合計知行代300石（現米120石）となり第四
代と同じになる

10 半次郎 安住 天明 ３ 1783 ３ 21 家治 宗陸 加増米10石（合計切米50石となる｡）

６ 八左衛門 元郊 天明 ４ 1784 ３ 28 家治 宗陸 病死
７ 金蔵 天明 ４ 1784 ８ 24 家治 宗陸 金春大夫の後見を受けることを条件に知行代200石（現米80石）を得る。

10 半次郎 安住 寛政 ２ 1790 ９ ７ 家斉 宗陸 加増金10両
７ 金蔵 寛政 ５ 1793 ７ 家斉 宗陸 金春大夫の後見を離れる。
10 半三郎 安住 寛政 ５ 1793 ９ 家斉 宗陸 半三郎と改名
７ 金蔵 寛政 ７ 1795 ４ 家斉 宗陸 退身

８ 半三郎 安住 寛政 ７ 1795 ８ ３ 家斉 宗陸
金春金蔵跡相続。新規知行代200石（現米80石）を得る。従来の宛行は
なくなる。

８ 八左衛門 安住 寛政 ７ 1795 ８ 家斉 宗陸 八左衛門と改名
８ 八左衛門 安住 文政 10 1827 ４ 14 家斉 斉朝 隠居
９ 為三郎 文政 10 1827 ４ 14 家斉 斉朝 家督相続
９ 為三郎 文政 10 1827 ６ ４ 家斉 斉朝 知行代200石（現米80石）を得る。

８ 八左衛門 安住 文政 10 1827 ６ 26 家斉 斉朝
新規扶持15人分（現米27石）を得る。国表御用の節の出勤を命じられ
る。

９ 八左衛門 為三郎 文政 10 1827 12 家斉 斉温 八左衛門と改名
８ 八左衛門 安住 天保 １ 1830 ５ ７ 家斉 斉温 病死

９ 八左衛門 為三郎 天保 ３ 1833 ２ １ 家斉 斉温 扶持6人分（現米10石８斗）を得る。
９ 八左衛門 為三郎 安政 ６ 1859 ８ 27 家茂 茂栄 隠居（林政）

10 朋之助 安政 ６ 1859 ９ 21 家茂 茂柴 家督相続。知行代200石（現米80石）を得る。（林政）

10 八左衛門 朋之助 文久 ２ 1862 12 家茂 茂柴 八左衛門と改名（林政）

※（市史･人物）は『名古屋市史人物編』の、（林政）は徳川林政史研究所所蔵『藩士名寄』の記述による。
※改名時期のわからない場合は、改名後の名を「名前」欄に、改名前の名を「別名」欄に記した。
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